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 本時の目標                                     
○困っている人が、どこでどんな時に困っているかを予想し、出し合い、その時に自分ができることを考

える。 

 評価                                        
 困っている人が、どこでどんな時に困っているかを予想し、出し合い、その時に自分ができることを

考えることができたか。 

 板書計画 ／ 学習シート計画 ／ 留意点                                        
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 学習の流れ                                     

前時までの学習を生かし、目や耳の不自由な人のほかに、自分の周りで困っ

ている人はどんな人がいるか、出し合う。 

T:目や耳の不自由な人のほかにも、みんなの周りにはどんな困っている人が   

いますか。 

     C：高齢者 C：車いすに乗っている人 C：妊婦さん C：お母さん C：自分 

 

 

 

個人で「どこで、どんな時に困っているか」を予想し、その時に自分ができること

を考える。 

T：困っている人一項目ごとに、「どこでどんな時に困っているか」を予想し、そ

の時に自分ができることは何かを考えよう。書ける項目からでいいよ。 

 自分が書けそうな項目から書くようにする。 

書けた項目をもとに、共有するためのグループを設定する。 

 １グループ３～４人になるようにグループを設定する。 

グループになり、困っている人一項目ごとに、予想やそのために自分ができるこ

とを出し合う。 

Ｔ：グループで自分が考えたことを一人一人出し合いましょう。 

 一つの項目をじっくり考え合うことをねらいとする。 

 特に自分ができることは何かを考えることが重要であることを指導する。 

 グループの話し合いで出た自分にできることを短冊に書く。 

C：高齢者は、電車で座れないと困る。だから、優先席がある。そんな時自分   

は、優先席でなくても、「どうぞ、座ってください。」と言って、席を譲る。 

C：お母さんは買い物の時たくさん荷物を持っていて大変そう。そんな時自分 

は、「半分持つよ。」と自分から言って、荷物持ちを分担する。 

グループごとに、出し合った自分ができることを、全体に発表し、共有する。 

Ｔ：グループで出し合ったことを全体で共有しましょう。 

もっと困っていることがあるのではないか、学校に来た時に困ることがあるので

はないかということを予想し、次時の学習の見通しを持つ。 

T：この中で、実際に体験してみないとわからないことってありますね。どれを体  

 験しますか。 

C：車いす

困っている人が「どこで、どんな時に困っている

か」、それに対しての工夫や自分にできることを

考える。 

一つの場合に絞って考えることで、様々な面で困っている

ことがあることに気付かせる。 

本時の授業デザイン 

経験をもとに前時までと同様に学習する。 

前時までと同様に、ワークシートに、困っている人が「どこで、

どんな時に」困るかの予想や自分にできることを書くことで、グ

ループ活動に進んで参加できるようにする。 

多面的、総合的に考える力 

自分にもできることを考え、グループで検討しているか。 

進んで参加する態度 

経験をもとに考え、進んで参加しているか。 

指導上の留意点 授業を見る視点 

 

グループ設定を工夫する。 

グループ活動で話し合いが活発になるように、グループ作

りに配慮する。 

つながりを尊重する態度 

自分の考えた意見を、グループで活発に出し合えているか。 

② 

展
開 

③ 

終
末 

① 

導
入 

困っている人は、どこで、どんな時に困っているか予想し、その時に自分

ができることを考えよう。 

・１グループ：３～４人 

・個人の活動の際に、グ

ループ作りの際に１人

になる子がいないよう

に、声かけをする。 
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